
８
月
28
日
、
29
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て
、
松
本
ひ
ろ

か
ず
議
員
が
本
会
議
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

個
人
市
民
税
（
総
額
約
１
２
４

億
円
）
は
、
納
税
義
務
者
数
が
28

年
度
に
比
べ
て
１
０
７
１
人
増
え
、

約
２
憶
３
千
万
円
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
人
口
が

４
９
７
人
減
少
し
た
も
の
の
所
得

が
増
え
納
税
義
務
者
と
な
っ
た
市

民
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
な
お
、
納
税
義
務
者
の
所

得
は
29
年
度
に
比
べ
て
約
３
万
７

千
円
増
え
、
約
３
０
６
万
８
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
（
総
額
１
０
７
億

５
千
万
円
）
は
、
家
屋
の
新
増
設

の
増
に
よ
り
、
28
年
度
に
比
べ
て

４
４
３
人
増
え
、
約
１
億
６
千
万

円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
市
民
税
法
人
（
総
額

17
億
７
千
万
円
）
は
、
28
年
度
に

比
べ
て
38
法
人
減
り
、
約
６
６
０

０
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
の
自
主

財
源
を
確
保
す
る
に
は
、
市
民
の

所
得
と
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

個
人
市
民
税
で
言
え
ば
、
納
税

義
務
者
一
人
当
た
り
の
納
税
額
は

年
間
約
10
万
円
で
あ
り
、
千
人
増

え
れ
ば
約
１
億
円
の
税
収
増
と
な

り
ま
す
。
法
人
市
民
税
の
増
収
に

は
、
約
88
・
８
％
を
占
め
る
中
小

企
業
を
応
援
し
、
市
内
経
済
の
活

性
化
が
必
要
で
す
。

市
の
財
政
状
況
は
、
市
民
の
切

実
な
要
望
に
応
え
る
だ
け
の
財
源

は
十
分
あ
り
ま
す
。

基
金
（
貯
金
）
総
額
は
約
１
２

７
億
円
で
す
。
そ
の
中
で
介
護
保

険
給
付
費
準
備
基
金
約
10
億
５
千

万
円
と
、
西
金
野
井
第
二
土
地
区

画
整
理
事
業
減
債
基
金
約
３
億
８

千
万
円
は
使
い
み
ち
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
除
く
と
総

額
１
１
２
億
円
と
な
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
自
由
に
使
え
る
財

政
調
整
基
金
は
約
42
億
円
、
公
共

用
地
・
施
設
取
得
・
施
設
整
備
基

基
金
約
30
億
８
千
万
円
が
多
額
の

基
金
で
、
こ
の
３
つ
を
合
わ
せ
る

と
約
１
０
８
億
円
に
も
な
り
ま
す
。

基
金
総
額
は
、
29
年
度
決
算
歳

入
総
額
約
７
１
６
億
円
の
約
15
％

以
上
に
も
な
り
、
市
に
は
多
額
の

貯
金
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
で
、
市
債
残
高
（
借
金
）
は

約
７
０
３
億
４
千
万
円
で
す
が
、

今
後
国
か
ら
の
交
付
金
等
を
差
し

引
く
と
、
実
質
的
な
借
金
は
約
１

６
０
億
円
で
す
。
27
年
度
約
１
６

６
億
５
千
万
円
、
28
年
度
約
１
６

１
億
３
千
万
円
と
減
少
し
て
い
ま

す
。
自
治
体
に
お
け
る
借
金
は
全

て
悪
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
病
院
建
設
、
学
校
エ
ア
コ

ン
の
設
置
な
ど
の
事
業
は
計
画
的

な
負
債
（
借
金
）
に
よ
り
実
現
し

ま
し
た
。
事
業
を
す
す
め
る
上
で

借
金
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

学
校
給
食
費
の
無
料
化
な
ど
は

す
ぐ
に
で
も
実
現
で
き
ま
す
。
子

育
て
支
援
な
ど
思
い
切
っ
た
施
策

に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
市
政
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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市
民
の
切
実
な
要
望
に
応
え

ら
れ
る
財
源
は
十
分
あ
る

個
人
市
民
税
と
固
定
資

産
税
増
、
法
人
税
は
減

９月市議会

決算質疑

金
約
33
億
８
千
万
円
、
地
域
振
興

学
校
給
食
費
の
無
料
化

す
ぐ
に
実
現
可
能
！

※

前
号
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
設
計
の
粕
壁
小
・
大
沼
中
は
、
粕
壁
小
・
大
増
中
に
訂
正
し
ま
す
。

<生活相談は日本共産党へ> 秋山文和℡761-8670 うづき武彦℡761-6185 松本ひろかず℡752-3947
並木としえ℡737-4576 大野とし子℡746-6136 今尾やすのり℡761-3676 坂巻かつのり℡752-6025
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日
本
共
産
党
議
員
が
、
９
月

定
例
市
議
会
で
行
う
一
般
質
問

の
日
程
と
内
容
は
、
以
下
の
通

り
で
す
。

１
．
春
日
部
市
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

２
．
子
ど
も
に
と
っ
て
最
善
の
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

を

１
．
赤
沼
地
区
の
豊
野
工
業
団

地
拡
張
（
産
業
団
地
整
備
）

に
つ
い
て

２
．
個
人
の
尊
厳
を
基
礎
に
し

た
道
徳
教
育
を

１
．
経
済
政
策
と
し
て
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
早

期
実
現
を

２
．
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い

て
１
．
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
整

備
を

２
．
豪
雨
災
害
か
ら
住
民
を
守

る
た
め
に
、
中
川
の
改
修
、

水
角
排
水
機
場
の
自
動
化
を

１
．
複
合
型
子
育
て
支
援
施
設

は
抜
本
的
に
見
直
し
を

２
．
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
の
周

産
期
・
小
児
医
療
充
実
を

１
．
春
日
部
駅
に
東
西
自
由
通

路
の
設
置
を

２
．
東
海
第
二
原
発
再
稼
働
に

反
対
を
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休
日
の
当
番
医

今
尾
や
す
の
り
議
員

９
月
定
例
市
議
会
一
般
質
問

市立病院 ℡735-1261(夜間毎日土･日･祝日)内･外 大人と子どもの電話相談#7119または☎048-824-4199

９/ ２(日) 竹田クリニック（小児科系） 武里団地 ☎735-4501

埼玉東部診療所（内科系）大畑 ☎720-8715 さだまつ眼科クリニック（外科系）谷原新田 ☎731-5040

９/ ９(日) みくに病院（内科系）下大増新田 ☎737-1212

いぶきこどもクリニック（小児科系） 大枝 ☎735-0854 ようこ皮フ科（外科系） 大沼 ☎612-3555

９月11日(火)

４番目

松
本
ひ
ろ
か
ず
議
員

大
野
と
し
子
議
員

９月11日(火)

５番目

並
木
と
し
え
議
員

う
づ
き
武
彦
議
員

坂
巻
か
つ
の
り
議
員

９月12日(水)

３番目

午
前
10
時

議
会
開
会
で
す
。

質
問
・
答
弁

合
わ
せ
て

１
人
60
分
以
内
。

傍
聴
受
付
は
、

市
役
所
３
階
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

９月12日(水)

６番目

９月14日(金)

３番目

９月７日(金)

２番目




